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秋の夜長を 鳴き通す ああ おもしろい 虫のこえ ”

『 虫のこえ 』 19１２（明治４５）年 文部省唱歌

～収穫の秋・紅葉の秋～

朝晩の肌寒さに深まる秋を感じるようになりました。暦の上では８日は“寒露”、「野草に冷たい露

が宿る」という意味です。この頃は、秋も深まって山では紅葉も色づき始めると言われています。吹く

風や周りの景色は着実に秋色に変わりつつあります。

季節の変わり目ですので、健康にはくれぐれもご留意ください。

「できない、できない」とネガ

ティブな気持ちで行う授業よりも

前向きな気持ちで積極的に取り組

む授業の方が、教師も楽しいはず

ですし、子供たちにとっても楽し

い授業になるのではないでしょう

か。

実現することは簡単ではありま

せん。でも、前向きな取組なら、

やりがいを感じることができるで

しょう。そして取組が成果を上げれば、教師としての自信につながります。

つけたい力を考える視点
こうした捉え直しの第一歩は、子供たちにつけたい力

（学校目標や学級目標）、先生自身の思い、子供たちの

現状などを再確認するところから始めます。つけたい力

のためにどのリソースを使って何をすると良いのかを考

えていきます。その際には、子供たちにつけたい力を次

のような３層のピラミッドで考え、具体的な実践を構想

していきます。

一番下の層は、人権意識。例えば、コロナに感染した

子などを責めないというようなことも含めた、他者を思

いやる気持ちを醸成することです。

その上に位置づくのは、各教科の力や学級のルール、

クラス内の子供同士のコミュニケーションなどです。

それらを土台として、一番上に総合力、これは、教科

横断的な力や、他人とコミュニケーションを取る力や、

社会と連携して学ぶ力、子供の自律や自主的に行動する力などを駆使して、様々な課題を解決していく力

となります。

このピラミッドを意識しながら、利用できるリソースを有効活用し、子供たちにつけたい力がつき、子

供たちが積極的に学びに向かっていきたくなるような学習活動を作り上げていきます。

判断や指導が甘くなりがち
今の時期に様々な学習活動を行う中では、「どうしても判断や指導が甘くなりがちである」ということ

は常に意識しておくべきでしょう。

例えば、実施できない行事が多い中で、実施することにした行事の場合、「この行事だけはなんとか実

施してあげたい」というような気持ちになってしまうのは、やむを得ないのかもしれません。特に、周り

の学校がすでに実施済みの行事に対して、「自分のところだけ中止にする」という選択は容易ではありま

せん。本来であれば、中止もやむ無しの場合でも、「せめてこれは実施してあげたい」という気持ちガ判

断を難しくすることも多いでしょう。

子供たちへの指導についても同様です。本来であれば春先の学級に緊張感がある時期に徹底しておくは

ずの学習規律指導や、校外学習におけるルール等の徹底などについて、今年特有の事情から十分にできな

かったことや、様々なことで子供たちに我慢を強いてきているという負い目から、厳しく指導することが

できずにきてしまっていることもあるようです。

そうした状態のままで校外学習に出ると、訪問先でのトラブルや移動中の事故などにつながりかねませ

ん。

学級を予防的に見る 特別編 （教育ジャーナル２０２０年度 Vol ４）から

村上仁志 教諭（大阪市立みどり小学校）

「できない」からの悪循環を捉え直す
例年、秋は様々な行事が行われます。先生方は、そうした行事を通じて、ふだんの授業だけでは見

えてこない子供たちの良さを発揮させ、多様な資質・能力を高めてきたものと思います。また、行事

に取り組むことを通して、クラスの一体感を高めたり、ときには、ギクシャクしているクラスの人間

関係の円滑化を図ったりしているのではないでしょうか。

いつもとは違う秋に
しかし、今年は学校長期休業による授業時間不足を補い、感染の拡大を防止するために、多くの行

事が中止や規模の縮小を余儀なくされています。

また、「新しい生活様式」で周囲とのコミュニケーションが制限され、夏休みが短縮された地域もあ

ります。それにより、子供たちにも多くのストレスが蓄積され、クラスに落ち着きがなくなってきて

いるところもあるのではないかと思います。

視点を変える
このような厳しい状況の今。先生方はついつい「コロナ禍で○○ができない」→「子供たちもがっ

かりしている」→「子供たちに申し訳ない」→「子供たちがかわいそうでこれまでのようには徹底し

た指導はしづらい」→「学級が落ち着かない」→「うまくいかないことが多く、気持ちが落ち込む。

しかも、忙しさはいつも以上」。そのような負の連鎖に陥ってしまいがちです。

しかし、できないことにこだわっていても状況が好転することはありません。「○○がないからで

きない」という考え方から「○○はないけれど、□□はある。だから□□を使ってできることでベス

トを尽くす」というように、自分の近くのリソース（使えるもの）に目を向け、それを現状に対して

有効活用する、という方向に捉え直しをする（リフレーミング）ということが大切です。
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時間的にも気持ちの面でも徹底した指導がしにくい状況だと思いますが、そうした判断をしがちだと

いうことを意識して、指導を見直す必要がありそうです。

コミュニケーションの円滑化を図る
感染拡大防止のために、日常のコミュニケーションに制限がかけられていることも多く、クラス内の

人間関係に悩む子も多いようです。

毎年、新年度スタート当初には、クラス内のコミュニケーション円滑化のためにアクティビティーを

行う方が多いのではないかと思います。しかし今年は、友達との距離を縮めにくい状況がずっと続いて

いることに加えて、クラスの人間関係円滑化に重要な役割を果たしていた様々な行事も中止、縮小され

ています。ですから、年度スタートの時期以外にも、教師が意図して仲間づくり活動を行うことが必要

です。

その際、子供の対人関係について、教師の認識と実態とがかけ離れていないかを確認しておくことで

最も効果が期待できる活動を選択、実施することができます。

『 ダンドリ仕事術 』 村上仁志 著 学研プラス

小学校学級担任の１年間の業務のなかで、若手教員がつまずきそうな

事項を抽出。段取りよく先回りして進めることで、スムーズな学級経

営を行う方法を伝授。

トラブルの原因と予防法、そして対応法も紹介。

第３回教研推進委員会＝

１０月 ５日（月）に第３回教研推進委員会を開催しましたので内容について報告します。

１．協議
（１）一日教研（８／５）の反省（出席:81/85人）
○各校からの反省・意見から（抜粋）
①期日
・この期日が適当だと思う。
・午前の部会と午後の部会があったので、どちらかに統一したほうが良かった。
（同一日程なら校内研修や部活ができるので）

②内容
・校内研の中でそれぞれの部会の報告をした。報告をしあうことで他の部会の取組が分かり情報を
共有することできた。
・各部会の計画通り充実した内容だった。
・講師を招聘しての研修を予定していたが、小学校の行事と重なったということで当日参加できな
い部員がおり、参加者が少なく残念だった。講師にも申し訳なかった。日程の確認をしっかりし
てほしかった。

③会場（各部会）
特になし

④来年度に向けて

・今年はコロナで県外からの講師を呼ぶことは心配があったけれど、≪講演を聞き、質疑応答の形≫

ならリモート？も可能だったのではないか。今後は講演の形も考えていけばいいと思う。

・新型コロナウイルスの影響が残っていた場合の対応等は、現段階で考えておいた方が良いのではな

いか。

（２）２０２１（令和３）年度 第７１次土佐清水市教育研究集会一日教研日程について
①期日：２０２１年 ８月 ４日（水）予定 ＊調整中
②会場：中央公民館

③講師：内田 良准教授（名古屋大学大学院教育発達科学研究科）＊内諾済み

２．その他

（１）半日教研：１１月 ４日（水）１３：４５～

各部会「公開授業」を中心に計画。

※「旅費」は、「学校配当旅費」とする。

（２）第４回教研推進委員会

・期日：１２月 ７日（月）

・会場：教育センター

・内容：ァ 半日教研総括

ィ ２０２１（令和３）年度教研（組織、一日、半日）の日程、部会構成、組織等について

＝教研関係提出物について＝

○各部会
＊部会決算書提出
＊事業実績報告書
＊総括教研部会報書
＊研究集録原稿

１２月２４日（木）
１月２９日（金）
１月２９日（金）
１月２９日（金）

○研究協力校

＊研究集録原稿

＊決算書・実績報告書

１月２９日（金）

２月１７日（水）


